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付属資料２ 

２．評価グリッド（調査結果表） 
 

2003 年 5 月 
ザンビア職業訓練拡充計画 A/C 評価グリッド結果 

A 実績 

評価項目 確認事項 情報源 評価結果 

A.1 上位目標の

達成見込み 

A.1.1 訓練開発システム（イ

ンカム・ジェネレーショ

ンを取り入れた訓練カ

リキュラム策定手法）の

策定状況 

A.1.2 同システムの TEVETA

への適用状況 

・進捗状況報告書 

・専門家、TEVETA へ

のインタビュー 

A.1.1 現在、需要に基づく訓練開発システムの策定

過程途上にあり、プロジェクト期間終了までに

作業を終了する予定。 

 

 

A.1.2 TEVETA のカリキュラム開発委員会との緊密

な連絡により、その成果品の TEVETA 側への認

知を図っていくこととなっている。 

A.2 プロジェク

ト目標達成度 

A.2.1 カブエ TTI で収益増に

つながる需要に基づく

訓練コースの実施状況 

A.2.2 上記モデルを実践する

ためのルアンシャ TTI ラ

ジオ・テレビ修理科の訓

練機材の更新・修理状況 

・進捗状況報告書 

・専門家、C/P へのイ

ンタビュー 

・現場視察 

A.2.1 現在、需要に基づく訓練コースは実施されて

いない。 

 

A.2.2 ルアンシャ TTI に必要な機材が供与された。

一部、機材の使用開始に必要である回路図が欠

けていたため、十分な活用がなされていない状

況である。 

A.3 成果の達成

度 

A.3.1 カブエ TTI 自動車科の

養成訓練コースの改善

度合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

A.3.2 同科の向上訓練コース

の改善度合い 

A.3.3 同科の指導員のニーズ

調査の手法及び新しい

訓練コース実施状況 

 

A.3.4 ルアンシャ TTI ラジ

オ・テレビ修理科の主要

な訓練機材の稼働状況 

・進捗状況報告書 

・作成テキストの資料

確認 

・専門家、C/P へのイ

ンタビュー 

・現場視察 

A.3.1 ア）長期専門家による恒常的な各実習場の巡

回指導の結果、カブエ TTI 指導員の技術

の向上、実習場の機材の整頓と整備がな

され、訓練コース実施に必要な同科全般

の機能が改善された。 

イ）需要に基づいた訓練コースの実施に必要

とされる、「過去のインカム・ジェネレー

ション活動の実績把握」、「産業ニーズを把

握するアンケート様式の作成」、「現状のカ

リキュラム精査」がまとめられ、また、実

施態勢に係る提言が行われた。 

A.3.2 同上 A.3.1 のア）及びイ）の活動によりカバー

され、向上訓練コースが改善された。 

A.3.3 長期専門家により、現場指導員によるカリキ

ュラム委員会が創設され、内容改善のための実

施指導が行われた。また、短期専門家によって、

「電子燃料噴射」に係る技術移転が行われた。

A.3.4 本邦より供与された機材は、一部、回路図の

欠落により稼動していない。 

A.4 投入の実績 A.4.1 専門家数、供与資機材、

運営経費、総経費 

・進捗状況報告書 

・専門家、TEVETA へ

のインタビュー 

（別添５の投入表参照） 
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B 実施プロセス 
評価項目 確認事項 情報源 評価結果 

B.1 活動の進捗状況 B.1.1 活動は計画通りに行

われたか 

・進捗状況報告書 

・専門家、事務所、

C/P へのインタビ

ュー 

B.1.1 プロジェクトの活動は、活動実施計画表（PO）

（別添 3：ミニッツの Annex２参照）に則って実

施され、活動は概ね予定通りに実施されている

が、需要に基づく訓練開発システムの策定作業

が依然として完了しておらず、また、ルアンシ

ャ TTI へ派遣予定の短期専門家 1 名は安全上の

理由から、現在は派遣を延期している。 

B.2 モニタリングの

実施状況 

B.2.1 モニタリングの仕組

み 

B.2.2 マスタープランの活

用度合い、他 

・進捗状況報告書 

・専門家、事務所、

C/P へのインタビ

ュー 

B.2.1 及び 2 モニタリングのために、上述の PO の共

有が日本側、ザンビア側でなされておらず、進

捗状況の確認を行うプロジェクト関係者間（専

門家、JICA 事務所、MSTVT、TEVETA、カブエ

TTI）の合同会議も 2003 年 4 月になって初めて

開催された。 

B.3 専門家と C/P の

関係性 

B.3.1 コミュニケーション

の状況 

 

 

 

 

 

 

B.3.2 課題への共同作業に

よる取り組み 

・専門家、事務所、

C/P へのインタビ

ュー 

 

B.3.1 カブエ及びルアンシャの両 TTI において、長期

専門家と指導員レベルでのコミュニケーション

は十分にあった。しかし、校長やマネージメン

ト・ボード等の運営側とのコミュニケーション

は十分ではなかった。同様に、プロジェクト側

（専門家）から MSTVT 及び TEVETA 側に対し

て、定期的な進捗報告を行うシステムが確立さ

れていないことがザンビア側から指摘された。

B.3.2 指導員との間で創設したカリキュラム委員会

を通して、共通の課題への取り組みが行われた。

B.4 相手国実施機関

のオーナシップ 

B.4.1 実施機関による関与

の度合い 

 

B.4.2 予算割り当て等の支

援状況 

・進捗状況報告書 

・事務所提供資料 

・MSTVT、TEVETA

資料 

B.4.1 カブエ及びルアンシャの両 TTI において、校長

やマネージメント・ボード等の運営側、MSTVT

及び TEVETA 側の参画は十分ではなかった。 

B.4.2 ザンビア政府の方針に添って、各 TTI の予算は

削減傾向にある。 

 
 
1.妥当性 
評価項目 確認事項 情報源 評価結果 

1.1 経済状況及び

国家開発政策

から見た上位

目標、プロジェ

クト目標の妥

当性 

1.1.1国家開発政策との整

合性 

 

・国家開発計画、

PRSP ペーパー 

・MSTVT、TEVETA

インタビュー 

 

1.1.1 2002 年 4 月に策定されたザンビア政府 

PRSP において、同国の経済成長における職業

訓練の重要性が記されおり、MSTVT の 5 ヵ年

戦略計画（2003 年～2007 年）では、第１番目

の目標として、職業訓練による人材を提供する

ための多様なカリキュラムを開発するとして

おり、妥当性は高い。 
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1.2 職業訓練セク

ター開発政策

から見たプロ

ジェクトの妥

当性 

1.2.1職業訓練セクター開

発計画との整合性 

 

 

 

1.2.2職業訓練における訓

練機関の役割 

・TEVET 開発計画

（TDP）の内容 

・MSTVT、TEVETA

インタビュー 

1.2.1 TEVET 開発計画（TDP）の活動項目の 1 つに

「訓練システム、トレードテスト及び各種試

験」がおかれ、2003 年の活動計画の中では、

2004 年までにカリキュラム開発システムの改

善を行うという目標に明示されている。 

1.2.2 現在の TEVET 政策及び TDP では、需要の大

きさからインフォーマルセクターを重点的に

対処することとしている。 

1.3 市場ニーズか

ら見たプロジ

ェクトの妥当

性 

1.3.1産業界のニーズとの

整合性 

 

 

1.3.2雇用状況との整合性 

・TEVETA インタビ

ュー 

・カブエ TTI インタ

ビュー 

1.3.1 TEVET 政策に沿って独立採算制の取れる学校

運営が推進され、市場ニーズに合い、且つ収入

をあげられるような訓練システムの開発は、職

業訓練校に重要となる。 

1.3.2 カブエ TTI においては、訓練修了生の就職率

は 100％となっている。 

1.4 わが国の援助

事業としての

妥当性 

1.4.1 日本の援助政策、国

別事業実施計画との

整合性 

1.4.2日本の優位技術の活

用 

・ ザンビア国別事

業実施計画 

・TEVETA、カブエ

TTI インタビュー

1.4.1 職業訓練を通した人材育成は、JICA 国別事業

実施計画の優先分野と一致する。 

 

1.4.2 公共職業訓練校・施設の一貫した協力を通じ

て、同国の職業訓練分野の改善を行ったこと

は、日本の技術協力事業として効果があり、妥

当であった。 

 

 
2.有効性 

評価項目 確認事項 情報源 評価結果 
2.1 プロジェクト

目標の達成状

況と見込み 

2.1.1 プロジェクト目標

(1）の達成度状況 
2.1.2 プロジェクト目標

(2)の達成度状況 

・ 実績表 
・ 専門家、C/P への

インタビュー 
・ 進捗状況報告書 

2.1.1 現在、需要に基づく訓練コースは実施されて

いない。 
2.1.2 ルアンシャ TTI に必要な機材が供与された。

一部、機材の使用開始に必要である回路図が欠

けていたため、十分な活用がなされていない状

況である。 
2.2 プロジェクト

の有効性 
2.2.1プロジェクト実施に

よる訓練校の運営全

般状況 

・ 実績表 
・ 専門家、C/P への

インタビュー 
・ 進捗状況報告書 

2.2.1 実習上の整備により訓練環境の改善に貢献し

た。短期コースの需要が増えているとされてい

るが、プロジェクトとの因果関係は不明。 

2.3 他職業訓練校

との比較 
2.3.1他職業訓練と比較し

た場合の優位性 
・ ルサカ職業訓練

校 
・ 専門家、 C/P 、

MSTVT へのイ

ンタビュー 

2.3.1 カブエ TTI は、他の公共職業訓練校・施設に

比べて、機材、設備面で充実している。 

2.4 プロジェクト

実施の有効性

への阻害・貢献

要因 

2.4.1成果がプロジェクト

目標につながるのを

阻害した要因 
2.4.2成果以外でプロジェ

クト目標の達成に貢

献した要因 

・ 四半期報告書 
・ 専門家、C/P への

インタビュー 
・ 進捗状況報告書 

2.4.1 需要に基づく訓練コース開発システムは、

着々と策定が進んでいるが、カブエ TTI の実習

場の整備等に時間を要した。また、プロジェク

ト実施におけるロジスティック面での支援の

枠組み不足が在外事務所の負担を招いた。 
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3.効率性 
評価項目 確認事項 情報源 評価結果 

3.1 成果の達成

度と投入の

状況 

3.1.1 各成果の達成状況 

3.1.2 投入の質と量、タイ

ミング、活用度合い 

・ プロジェクト進

捗状況報告書 

・ 専門家、C/P イン

タビュー 

・ プロジェクト資

料 

3.1.1 実績の項参照 

3.1.2 長期専門家の派遣時期、指導内容は適当であ

り、活動も PO に沿って効率的に行うことが出

来たと云える。短期専門家（車両整備）は、派

遣期間の制約から、電子燃料噴射システムのみ

を指導したが、長期専門家がフォローを行って

いる。カブエ TTI への機材供与は、同校自動車

科の機能改善に貢献し、本 A/C プロジェクトの

効率性を向上させた。 

3.2 実施済み及

び実施中の

技術協力と

の連携 

3.2.1 プロ技、F/U からの

継続性 

 

 

3.2.2 シニア海外ボランテ

ィアとの連携 

・ JICA 事務所イン

タビュー 

・ 専門家、C/P イン

タビュー 

3.2.1 カブエ TTI には以前のプロジェクト期間中の

C/P 数名が在籍しており、過去に移転された技

術を踏まえて、本 A/C プロジェクトの活動を容

易ならしめた。 

3.2.2 他のシニア海外ボランティアとの連携はなか

った。 

3.3 効率性に影

響を与えた

要因 

3.3.1 他ドナーの職業訓練

分野支援実績 

3.3.2 開発政策の変更等 

 

・ MSTVT 、

TEVETA インタ

ビュー 

・専門家、C/P イン

タビュー 

3.3.1 他ドナーとの重複はなかった。 

 

3.3.2 開発政策の変更はＡＣ開始よりないが、TDP

の活動が本格化し、TEVETA が中心的な役割を

持ち、他の多くの活動を統括することとなっ

た。 

 
 
4.インパクト 
評価項目 確認事項 情報源 評価結果 

4.1 カブエ及び

ルアンシャ

訓練校への

インパクト 

4.1.1 訓練校運営へのイン

パクトの有無 

4.1.2  C/P の業務状況  

・ 専門家インタビ

ュー 

・ カブエ職業訓練

校 C/P アンケー

ト 

4.1.1 及び 2 実習場の環境改善が図られた結果と

して、C/P の職業意識が高まり、教材や機材の

メンテナンスの維持など、訓練の質の向上につ

ながるなどのインパクトがあった。また、長期

専門家の助言により、ルアンシャ TTI は現在の

ラジオ・テレビ修理科とオフィス機器修理科を

電子科という一つの科に統合する構想を持つ

に至った。 

4.2 他の職業訓

練校へのイ

ンパクト 

4.2.1 他訓練校へのインパ

クトの波及状況 

・ TEVETA 、専門

家、C/P インタビ

ュー 

 

4.2.1 現在のところ、特にない。 

4.3 プロジェク

ト実施によ

る日本の協

力に対する

評価 

4.3.1 日本の技術協力によ

るザンビア側へのイ

ンパクト 

・ JICA 事務所イン

タビュー 

・ 専門家インタビ

ュー 

4.3.1 公共職業訓練校への日本の継続的な技術協力

とその効果は、ザンビア側に認識されている。
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5.自立発展性 
評価項目 確認事項 情報源 評価結果 

5.1 組織・制度的

側面 

5.1.1 組織体系 

5.1.2 人材 

5.1.3 制度 

・ MSTVT、TEVETA

インタビュー 

・ 専門家、C/P イン

タビュー 

5.1.1~.3 独立採算性への移行に伴い、各 TTI に設

置されたマネージメント・ボードを中心にして

質の高い訓練サービスを提供するための学校

経営に、より一層の工夫が求められる。 

5.2 財政的側面 

 

5.2.1 ザンビア政府及び

TEVETA より訓練校

運営のための財政的

支援が得られるか 

・ 専 門 家 、 C/P 、 

MSTVT、TEVETA

インタビュー 

・ PRSP、政府資料他

5.2.1 今後は、国からの予算配賦の増加は望めず、

訓練受講料と他の収入創出活動に頼ることと

なる。カブエ TTI は、訓練需要が大きく、訓練

受講料と短期コースの実施による収入で今後

も経営を行っていく予定。 

5.3 技術的側面 

 

5.3.1移転された技術の定

着状態 

 

 

 

5.3.2 施設・機材の整備、

公信、保守管理体制 

・ 専門家、C/P イン

タビュー 

5.3.1 カリキュラム改訂作業は指導員との共同作業

で進められてきており、C/P への作業に必要な

技術は移転されているが、人材の維持と確保の

ため、安易なリストラによる人員整理は避ける

ことが必要。 

5.3.2 供与機材については、機材リストは存在する

が、これらの活用と整備状況を記録した機材管

理簿と保守管理に必要な各機材の照会先リス

トがまだ作成されておらず、早急な作成が各

TTI 側に求められる。 
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３．収集文献・資料一覧 
 
赤羽根長期専門家 

・ Plan of Operation (PO) for the Whole Period 
・ Plan and Progress of activities for the Project 
・ Income generation job analysis in Kabwe TTI (Performance of income generating activities, 2000-2002) 
・ List of member in Kabwe TTI 
・ Time Table for Transfer Technology1 
ザンビア政府科学職業訓練省（MSTVT） 

・ Strategic Plan for MSTVT, 2003~2007  
・ Aftercare Technical Cooperation for Technical and Vocational Training Improvement Project; Report for 

the period October 2001 to September 20032 
技術教育・職業訓練・起業家育成訓練機構（TEVETA） 

・ Plan of operations and Budget (January – December 2003) 
・ Sector Skill Development Strategy (SSDS) part 1, and part 2 
・ TEVETA Training Programmes, Training Standards Division, Curriculum Development (list) 
TEVET Development Plan (TDP) 

・ Progress Report for the Quarter ended 31December, 2002 
・ Annual Work Plan and Budget 2003 
カブエ職業訓練校（Kabwe TTI） 

・ 2002 Annual and Financial Report 
・ Financial Report; January – December 2003, Estimates of Expenditure 
・ Kabwe TTI Management Board, Engineering section, 2003 First term report 
・ Outline of Survival Plan 
・ Additional Requirements for Courses (List of goods for Acceleration programme) 
・ Documents for Annex of Minutes by Management Board (Statement of Curriculum Improvement 

Committee, Budget allocation, Organization Chart and etc.) 
ルアンシャ職業訓練校（Luanshya TTI） 

・ Organization Chart 
・ Student Performance and Enrolment Year 2000 to 2003 
ルサカ職業訓練センター（Lusaka VTC） 

・ Business and Development Plan for the Year 2003 
・ Income and Expenditure Estimates for January to December 2003 

                                                        
1 短期専門家活動用の日程表 
2 ザンビア側から提出された本Ａ/Ｃ協力に係るプログレス・リポート 
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４．カリキュラム開発を巡る動向 
 

職業訓練分野におけるカリキュラム開発を巡る最近の動向 

 
１．貧困削減戦略書（PRSP）及び科学技術省 5 ヵ年戦略計画 
 ザンビアのPRSPは、2000 年 6 月から 1 年以上の期間を費やして策定が進められ、2002 年 4 月に正

式に完成した1。PRSPは、全人口中の 73%に相当する貧困層の減少を目標とする 2002-2004 年の 3 年

間の中期経済社会開発計画である。PRSPにおいて、職業訓練は工業分野の生産性向上と成長にとっ

て重要とされており、以下を主要課題としている。 
 

・ 海外に流出した技能職を帰還させるインセンティブ・パッケージの開発 
・ 徒弟制度と上級手工芸訓練の再導入 
・ 技術の蓄積のための工匠計画の再導入 
・ 短期及び長期の人材訓練と技術開発のための投資を促進する企業への優遇税制及びその他

の税外措置の付与 
・ 見習い期間訓練計画や企業内訓練の奨励と促進 
・ 個別産業毎に要求される技術の特定システムを産業界と共同で実施する。 
 

上記の課題において、産業界（及び雇用側）との協力による能力開発は、国家戦略における貧困削

減と成長のために、その重要性が認識されている。また、職業訓練分野を所管する科学技術職業訓練

省（以下MSTVT）はその 5 ヵ年戦略計画（2003 年～2007 年）2において、「フォーマル及びインフォ

ーマルの各セクターにおいて増加する生産力に対応するために技能を身に付けた人材を提供するた

めの多様なカリキュラムを開発すること」を目標の第 1 番目に位置づけている。 
 
２．技術教育・職業訓練・起業家育成訓練機構（TEVETA） 
ザンビア政府は、人材開発を通してザンビア社会経済の発展を促進するために TEVET 政策を策定

し、その法的基盤としての TEVET 法を 1998 年に制定した。TEVET 政策は、質が高く持続的で、需

要に基づく公平な訓練システムを通して、フォーマル及びインフォーマル・セクター経済の改善を行

うことを目標としている。TEVET 政策の実施機関として、MSTVT の下に、技術教育・職業訓練・

起業家育成訓練機構（TEVETA）が設立され、TEVET 政策における技術教育、職業及び起業家訓練

について、産業界、雇用者、労働者、その他の関係者間の協議による、規則の制定、技術教育のモニ

ターと調整を行うとしている。 
ザンビアでは、公共、民間を含めて、大凡 250 から 300 の技術及び商業訓練施設があり、年間の訓

練者数は二万人程度となっている。その中で、現在、TEVETAには、178 の訓練施設がとう登録され

ており、その内、MSTVT傘下の国家カリキュラムと証明制度に則ったフォーマル分野を対象とする

公共職業訓練校は 23 校となっている。（2001 年度の登録訓練施設の分類とその割合は以下の通りで

                                                        
1 Zambia Poverty Reduction Strategy Paper 2002-2004, Ministry of Finance and National Planning 
2 Strategic Plan for MSTVT, 2003-2007, September 2002, MSTVT 
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ある3。） 

表 A：訓練施設の分類 

設立分類 割合 

Private 42% 

Public 21% 

Church 20% 

Community 13% 

Trusts 8% 

Company 5% 

Non-Governmental Organization 1% 

TOTAL 100% 

 
TEVETA は、職業訓練に関する権威機関として、訓練施設の承認、登録と共にその取り消しの権

限を有し、また、国家カリキュラムや国家試験の開発及び改訂や、傘下の施設が使用するカリキュラ

ムや資格水準の認定を行う。カリキュラム開発に関しては、現在、TEVETA は、職業訓練施設が産

業界や訓練を求める人材の需要に必ずしも適格に応えていないとして、そのギャップを埋めるために

Sector Skills Development Strategy (SSDS)を策定しており、以下を課題としている。 
・ 需要に基づいた技術教育、職業訓練と起業家訓練システム実施のための枠組みの提供 
・ 能力開発の中で雇用者の大幅な参加の獲得 
・ 技術訓練と現場の業務とのリンクの提供 
・ 労働市場の需要と合致した訓練プログラム開発と訓練システムへの基盤の提供 
 

SSDSは長期的な戦略として捉えられており、その実施に当たっては、将来、創設されるTEVETA
基金の支出によって実施されるとしているが、現状においては、下記のTDPの枠組みの中で実施の検

討が必要としている。TEVETAは、国家カリキュラムの見直しと開発を活動の重点項目としており、

2003年の年次計画とおいて、SSDSの背景の置いて、三つの新しい需要に基づくプログラムの開発と、

12 の国家カリキュラムの見直しを掲げている。また、現在、カリキュラム開発委員会がTEVETA内

に創設されており、産業分野毎の国家カリキュラムの見直し作業を開始している4。 
 
３．TEVET 開発計画（TDP） 
 TEVET 開発計画（TDP）は、TEVET 政策の実施促進のために、国際社会（ドナー）との協力のも

とに、MSTVT を中心に、職業訓練に関係する省庁や TEVETA と共に策定されたセクタープログラム

である。 
実施期間は、2002-2006 年の 5 ヵ年計画となっており、１）TEVETシステムの組織化と運営管理、

２）訓練システム、技能試験及び検定、３）起業家育成とインフォーマル・セクター訓練、４）人材

                                                        
3 Sector Skills Development Strategy (SSDS), September 2002, TEVETAより。 
4 5 月 2 日、調査団のTEVETA訪問時の意見徴収による。TEVETA内において、同カリキュラム改訂は、訓練基準課

（Training Standards Division）が担当する。 
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開発、５）TEVET情報管理システム、６）インフラと機材整備、７）多分野間に跨る課題、８）TEVET
財政、９）TDP運営管理という、9 つの活動項目により構成されている。また、実施期間中の具体的

な指標として、以下が掲げられている5。 
 
・ 2004-2005 年中に、TEVET 施策下にある訓練卒業生のうち、少なくとも 80%が、そのコース終了

後の 6 ヶ月以内に職を得ること。 
・ 同様に、2004-2005 年中に増加した雇用の求人が、これらの訓練卒業生によって埋められること。 
・ 2004 年 1 月までに、公共職業訓練施設の 50%が、財政面において経常支出の 25%を自らの資金

によって賄うこと。 
・ 2005 年までに、これらの訓練卒業生の 10%が、経済的、社会的に恵まれないグループから出る

こと。 
 

TDPは、フォーマル及びインフォーマル・セクターを対象としているが、現在のザンビアの社会経

済状況において、フォーマル・セクターの雇用が減少している背景から、インフォーマル・セクター

における自立のための起業家育成と技術向上が特に重要とされている。上記の各活動項目において、

「２）訓練システム、技能試験及び検定」に沿って、公共職業訓練施設の技術訓練を対象に、直接的

に技術、資金支援を行っているのは、日本とデンマーク（DANIDA）のみである。一方で、公共及び

民間職業訓練施設に対して、教材や機材整備への支援として、「６）インフラと機材整備の活動項目」

において「加速化プログラム（Accelerated Programme）」6を実施しており、2002 年末の時点では、30
施設の応募中、15 施設の申請が認可されている7。 
 TDPは、その財源を主に、ザンビア政府、世界銀行、オランダ政府からの拠出金に拠っている。ま

た、TDPへのその他の関与ドナーとしては、他にドイツ（GTZ）、欧州連合8が支援を行っている。 
 
４．TDP 及び職業訓練分野の 2003 年度の予算見積もり額 

2003 年の年間計画予算は、9 つの活動項目に対して、US$ 9,551,500 が計上されており、その項目

別の支出は以下の通りである。 
 

表 B：2003 年次 TDP 活動項目別支出 

各活動項目 予算額（US＄） 

１）TEVET システムの組織化と運営管理 234,000 

２）訓練システム、技能試験及び検定 100,000 

３）起業家育成とインフォーマル・セクター訓練 768,000 

４）人材開発 1,261,500 

５）TEVET 情報管理システム 69,000 

                                                        
5 TEVET Development Programme (TDP), Annual Work Plan and Budget 2003, MSTVT 
6 TEVET Development Progremme 4th Quarter Progress Report  
7 カブエTTIも、申請が認可された訓練施設に含まれている。 
8 欧州連合は、教育及び職業訓練において、訓練機会の提供を推進するプログラムであるZambian Educational 
Capacity Building Programme (ZECAB)を通して、支援を行っている。 
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６）インフラと機材整備 5,761,000 

７）多分野間に跨る課題 100,000 

８）TEVET 財政 435,000 

９）TDP 運営管理 822,500 

合計 9,551,500 

 
プログラムへの支出比率は、ザンビア政府が 1.0%、世界銀行が 83.3%、オランダ政府が 15.7%とな

っている。また、訓練施設への直接的な支援として、上記支出の枠外で他ドナーより、US$3,846,524
が支出されることとなっており、それぞれ、DANIDA9がUS$2,653,997、GTZがUS$485,000、欧州連合

が US$707,527 となっている。これらに加えて、MSTVT以外の他省が行う訓練関連の支出を会わせ

た、ザンビア全般の 2003 年度の訓練分野の総予算は、US$17,219,771 と見積もられている。 
 
 
 

                                                        
9 日本以外で、公共職業訓練施設へ直接的な支援を行っているのは、DANIDAのみで、4 校に対してUS$131,060 を支

出する予定である。 
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